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	獨立後初の戰歿者追悼式挙行　新なる感激と共に敬虔なる祈りを捧ぐ
	市民のメモ　災害は忘れた頃に　災害時に於ける措置について
	蚊取線香にご用心　夏の夜特有の火事はちょっとした事が原因で起こります
	飲料水　水道はこうして送水される　水質檢査は毎日で安全
	家庭配給の年令別配給量の切替について
	九月一日に商業調査が行なわれます

